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究を行い成果をまとめたものであり，以下の 6 章から構成されている o
第 l 章は序論であり，本論文における関連分野について述べ，本研究の背景と目的を明らかにしている。




第 3 章では，無線エントランスリンクを空間分割多重したスター型無線 ATM エントランスネットワークにおける
























(1) 無線エントランスリンクを空間分割多重したスター型無線 ATM エントランスネットワークにおける最適なゾー
ン構成について検討を行い，サービスが要求する伝送遅延，呼損率等の各種品質と ATM 伝送路における重要
なパラメータである総合サービス品質 (QoS) の関係を定義し， QoS とゾーン構成の関係を定量的に解析し，
要求 QoS を満足する最適なゾーン構成が存在することを明らかにしている o











以上のように本論文は，種々のサービス品質を ATM 伝送で重要な概念である QoS に統合する新しい手法を新色
く構築し，変調多値数ならび、に送信電力をトラヒック変動に応じて適応的に可変にする伝送方法を新しく提案し，そ
の特性に対し理論解析を加え， QoS 改善効果を具体的に明らかにしている o また， その解析結果を通じて，無線基
地局を ATM 交換局に接続するエントランスネットワークの最適構成法が存在することを明らかにすると共に，周波
数利用効率の向上，ネットワーク構築の簡易化に関する示唆を与えているo これらの成果は，予測が非常に困難な
ATM トラヒックの変動を効率良く吸収可能な無線 ATM 伝送方式の実現に対し，非常に有効であり，映像・音声の
みならず各種ディジタルデータを統合したマルチメディア移動通信の発展に寄与するところが大である。以上に示し
たように本論文で、得られた成果は，通信工学の発展に寄与するところが極めて大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める o
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